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1 は じ め に

中国にはさまざまな品種の豚が飼育されており,世界で

も有数な養豚国とされている。その中でも梅山豚は,繁殖

能力が優れ多産系で,食味性が良いが,発育性が劣り純粋

種を肉豚として出荷することが難しいと言われている。山

形豚試でも1989年に譲渡された種豚について調査を行った

ところ,同様な結果を得た')。

そこで,本研究は梅山豚の優れた特徴を持ち,更に発育

性にも優れる雑種を作ることを目的とし,産肉性及び肉質

におけるデュロック種及び大ヨークシャー種との相性につ

いて検討した。

2試 験 方 法

は)供試豚
梅山豚を母豚とし,デュロック種を交配して生産された

豚 (以下MDとする)19頭,大 ヨークシャー種を交配し
て生産された豚 (以下 MWとする)1湧見
●)飼養方法
試験期間は体n311kgか ら105kgま でで,性別に 2頭群飼 ,

不断給餌で管理した。体重30kgか ら60kgま で子豚用配合飼

料 (MDN78%,DCP14%),体 重60kgか ら105kgま で肥育
用配合飼料 (TDN77%,DCP12%)を それぞれ給与した。
3)分析方法
1)発育性及び枝肉形状は豚産肉能力検定実務書2)に

準じて調査した。

2)筋肉の理化学的特性
胸最長筋の第 5胸椎部をサンプリングして,肉色は畜試

式ポークカラースタンダードで測定した。 L値,a値 , b
値はミノルタ製色差計で測定した。テクスチャー (硬さ,

表 2 枝肉形状

凝集性,ガム性)は全研製 GTX2-lN型 テクスチュロ
メーターにより次の条件で測定した。

試料 :コ ルクボーラー (φ 83m)で直径約1 5cmに くり
ぬいたもの。プランジャー :V型 ,プラットホーム :平皿,

クリアランス :0 7mm,電圧 :3V,パ イト速度 :6回/
分,チ ャート速度 :750m/分

また,筋肉中脂肪含量は常法で分析した。

同様に水分損失率は第六胸椎部から約 28サ ンプリング

し加庄ろ紙法により,生肉重量から加圧後の重量を差 し引

きして算出した。

3)統計処理は最小自乗法により分散分析を行った。

3 試験結果及び考察

表 1に MD,MWの 発育性を示した。105kg到達日令は
MDの 1732日 に対し,MWが 1553日 と優位に優れていた
(P<005)。 また, 1日 平均増体量はMDで 8275g,
MWは 85098で あつたo飼料要求率はMDの3271こ対し,
MWで 306と有意に低かった (P<005)。 発育はMD,
MWと も大口ら1)の研究報告と同様に,欧米種と比較し
ても劣らない良好な結果が得られたが,MWの 方がより
優れていると思われた。

表 1 発育性

到 達 日齢 1日増体量  飼料要求率
MD 1732A

31

1553B

32

8275
26 1

8509
268

327A
004

MW 306B
004

注 1):上段 平均値  下段 標準誤差
2):異符号間に有意差 (P<005)

01

06          04         0 1          0 1          0 1

4 7          2 5925        647

注 上段 平均値  下段 標準誤差
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表3 筋肉の理化学的特性

水 分 損  IMF
PCS L tt a tt b値

MD      3 36      46 84       9 82       4 98       0 72       0 52       37 80      18 41A      4 62
212      065       029

2831      14828      367

表 2に は枝肉形状を示 した。 と体長はMDが 90 9co,
MWが 925錮 ,背腰長ⅡはMDが 65 4cm,MWが 64 7cI
であった。枝肉の長さが一般の肉豚に比べ,梅山豚交雑種

は短い傾向にあった。MDの背脂肪厚は肩45側 ,背2 5cm.
腰34m,平均3 5cIあ り,MWの背脂肪厚は肩47m,彰 5
cm,腰3 8cln,平均3 6cmであった。肩と腰が有意な差は認

められないもののMWの ほうが厚い傾向を示 した。 ロー
ス断面積 (以下 EVDは MDが18,ば,MWが 181配であっ
た。梅山豚交雑種は一般の肉豚に比べ,枝肉の長さが短く,

また脂肪量が多く,枝肉として出荷することが難しいと思

010

硬さはMD0 72,MW057と MDの方が硬い傾向にあつ
た。硬さは約075か ら085が適度な歯ごたえの範囲にある

といわれ,MDが この範囲に近かった。また凝集性はMD
052,MW050, ガム性は MD37 80,MW28 31と いうこ

とから,MDの肉の方が硬く,飲み込めるまで砕くのに必
要なェネルギーが大きい傾向にあつたと思われる。また ,

水分損失率はMDで1841%,MWで 1482%と 両者に 5
%水準で有意差が認められ,筋肉の保水力は MWの 方が
優れ,そのことからもMDに比べ,筋肉が柔らかい傾向
にあったと思われる。

4 ま と め

梅山豚を母豚にして雑種を作ることにより,産肉性が改

善させることが分かった。しかし,脂肪蓄積が多く枝肉と

054       026       024

Mw      3 55      46 47      9 47 057       050

われた。

表 3に ,筋肉の理化学的特性を示した。肉色 (以PCS
はMDで336,MWは 355であり,MD,MWと もに適
度な肉色であった。また,L値は MD46 84,MW46 47,
a値はMD9 82,MW947,b値 はMD4 98,MWが 410
であり,MDの方が赤色度や黄色度が高い傾向にあった。
筋肉中脂肪含量はMDが462%,MWが 367%と ,MDの
方が高い傾向にあり,こ のことはMDの PCS値 が,MW
に比べ,やや小さいという結果に影響を及ぼしたと思われ

る。

003 001

して出荷することは,難 しいと思われる。今後は3元交雑

豚又は4元交雑豚等を作出し,梅山豚の遺伝的関与割合と

産肉性との関係を更に検討し,適切な飼料給与法について

も調査して行く必要がある。
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